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　　　予算計画書が提出され内容の説明があった．審議

　　の結果承認された．

10．第37回風に関するシソポジウムの開催について説明

があった．

な：お，第37回（1991年）は気象学会担当である．

酬e

気象庁気候問題懇談会温室効果検討部会報告（n）

　近年，先進工業国を中心とする社会・経済活動の著し

い進展，及び開発途上国における人口の急増等人間活動

の飛躍的拡大に本質的原因をもつ地球温暖化・オゾン層

破壊・酸性雨・砂漢化・熱帯林の減少・海洋汚染等のグロー

バルな広がりをもつ地球環境問題が，人類の未，来を危う

くしかねない間題として世界的にクローズアップされ，

世界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）の「気候

変動に関する政府間パネル（IPCC）」をはじめとして，

国際的・国内的に様々な取り組みが進められている．

　こうした中で気象庁は，地球温暖化問題に対する内外

の高い関心に応え，かつ対策策定の一助とするため，気

象庁の気候問題懇談会に温室効果検討部会（部会長：山

元龍三郎京都大学教授；委員：浅井（東京大），岡本（東

京学芸大），田中（東北大），松野（東京大），吉野（筑

波大）各教授）を設置し（1988．9），最新の科学的知見

に基づき，気候変動の実態把握と気候温暖化の今後の見

通しについて，専門的見地から検討を行ってきたが，こ

の程昨年1月に続ぎ第2回の報告書「温室効果気体の増

加に伴う気候変化（皿）」を発表した．詳細は近く発行一

予定の市販本を見ていただくこととして，その概要を紹

介する．

　今回の報告書は，我が国に影響をもつ地域的な気候変

化の見通しと，温室効果気体の濃度の動向，温暖化の徴

候等を中心に，最新の検討結果をとりまとめたもので，

各論の構成は次の通りである．①温室効果気体の濃度の

動向，②気候変動の実態と温室効果気体増加の影響検

出，③海面水位の長期変動の実態・予測に関する最近の

研究成果のレビュー，④温室効果気体増加による気候変

化：気候モデルによる評価

　報告書の結論の要旨は次の通りである．

1）我が国に影響をもつ地域的気候変化の見通しとし

て，①冬期の寒気の吹き出しが弱まる．②夏のアジアモ

ンスーンが強まる．2）全ての温室効果気体が現在の増

加率で増加すれば，等価CO2濃度が倍増する2030年代

に，全球平均地上気温は1．2～3．0。C上昇する．3）温

室効果気体の濃度は引き続き増加している．過去100年

間の南・北半球の平均海上気温の変動には非対称性が見

られ，また気候変動には数年～数10年の自然の周期変動

が存在する．4）海面水位の上昇について，新たに上昇

に寄与する各要因毎に海面水位上昇量を見積り，これを

基に2030年頃の全球平均海面水位の上昇量を評価した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（椎野純一）

編集後記：今年の夏は，ただひたすら太陽が照りつける

“夏らしい夏”だったと思います．これだけ太陽が照り

続きますと，そろそろ夏の季語になるかもしれない“水

不足”も，当然のごとくやってきました．しかし，関東

地方では深刻になる寸前に台風がやってきて，議論が盛

り上がりかけたところですべてを流し去ってくれまし

た．これまた暑い夏のいつもの通りのできごとだったと

思います．しかし，9月も半ばになりますと，さすがの

夏も影を薄め秋罧の季節となります．1週間も雨が続け

ば，とたんに憎かった太陽が恋しくなってきます．

　さて，『天気』では，幅広い気象学の分野をくまなく

紹介するために，毎号1～2編の『解説』を掲載してい
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ます．これは，それぞれの分野のエキスパートの方々

に，その現状と問題点を専門外の会員にも理解できるよ

うにやさしく説明していただくことを目的に，お忙しい

中執筆していただいたものです．本号にも迫田優一氏の

『気象レーダーのデジタル化について』と山内恭氏の『南

極域における気候変動に関する総合研究（ACR）の経過

報告』の2編が掲載されています．一部専門的な部分も

ありますが，大変分かり易いので，あまり馴染みの無い

会員でも興味の沸く話題だと思います．これから先の号

にも，他の話題が次から次へと出てきますので皆さんご

期待下さい．　　　　　　　　　　　　　（BY　A．B．）
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